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ト
昨
日
行
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き
J

と
あ
役
に
な
ち
ま
す

わ
ァ
、

泳
げ
る
よ

f

八
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「ふ

し
ぎ
科
学
館
」
は
、
二
万
余
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

電
気

・
光
・
音
の
不
思
議
な
世
界
の
一
角
の
、
五
万
個
の

「ボ
ー
ル

の
プ
ー
ル
」
で
は
、
顔
を
出
し
た
り
、
も
ぐ
っ
た
り
、
と
、
子
供
達
は

も
う
夢
中
/
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貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
原
市
民
会
議
」

地
域
集
会

一
地
区
三
百
六
十
人
出
席

八
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の

一
週
間
、
市
内
十
二
力
所
の

地
区
で
開
催
さ
れ
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
す

「二
十
一
世

紀
五
所
川
原
市
民
会
議
」
地
域
集
会
は
、今
年
で
第
五
回
目
を
迎
え
、

生
活
に
密
着
し
た
数
々
の
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
、

小
山
内
助
役
、
川
口
収

入
役
、
釜
若
教
育
長
の
他
、
各
部
長
が
出
席
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に

対
し
て
回
答
し
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
に
出
さ
れ
た
問
題
が
、
そ
の
後
、
ど
う
解
決
さ
れ
た

か
、
平
成
五
年
度
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か
な
ど
、
そ
の

概
要
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

十
平
成
四
年
度
に
出
さ
れ
た
分

の
、
そ
の
後
の
状
況
の
一
部

質
問

市
道
、
県
道
の
側
溝
の
泥

あ
げ
消
掃
は
町
内
で
で
き
ま
す
が
、

国
道
の
側
溝
は
護
が
大
き
く
て
消

掃
で
き
な
い
為
、
雨
が
降
る
と
、

す
ぐ
水
が
溢
れ
る
。

回
答

県
の
仁
木
恨
務
所
へ
連
絡

し
た
と
こ
ろ
、
町
内
の
清
掃
時
に

早
め
に
、
土
木
事
務
所
の
方
へ
連

絡
下
さ
れ
ば
、
山
向
い
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

質
問

集
会
所
の
人
円
の
、
二
本

の
堰
に
欄
下
が
無

い
の
で
危
険
、

又
、
近
く
に
街
灯
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

回
答

街
灯
は
、
四
年
度
中
に
取

り
つ
け
ま
し
た
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

は
今
年

(五
年
度
)
施
工
し
ま
す
。

質
問

公
圏
内
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

の
金
網
が
腐
蝕
し
て
い
る
。

回
答

危
険
で
す
の
で
、
今
月
中

(九
月
)
に
解
体
し
、
来
年

(六

年
度
)
新
設
し
ま
す
。

質
問

回
答

近
年
、
山
生
成
い
の
低
下
等

に
よ
り
、児
童
館
の
利
用
が
減
少
、

更
に
、
保
育
所
存
の
定
員
別
れ
も

あ
り
、
新
設
は
兄
送
り
た
い
。
欣

課
後
の
問
守
家
庭
の
児
童
に

つ
い

て
は
、
学
校
の

一
一部
を
使
用
、
係

員
の
指
導
に
よ
り
、

万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。

児
童
館
を
新
設
し
て
ほ
し

平
成
五
年
度
の
市
民
会
議
に

出
さ
れ
た
分
の
一
部

質
問

公
園
周
岡
の
士
砂
が
降
雨

の
度
に
側
溝
に
流
れ
る
。

回
答

現
場
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

土
砂
の
流
出
が
あ
り
ま
し
た
。
早

期
に
対
処
し
ま
す
。

質
問

中
小
と
み
ど
り
の
小
公
聞
に
、

布
屋
町
側
か
ら
の
通
路
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。
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回
答

小
朋
に
設
問
し
た
い
。
地

権
行
と
、
史
に
交
渉
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

質
問

使
わ
れ
て
い
な
い
堰
で
し

ょ
う
か
。
ル小
が
全
く
流
れ
な
い
の

で
、
ひ
ど
い
臭
い
が
し
ま
す
。

回
答

↑巾
に
は
呪
布
、
行
卜

一
本

の
堰
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
堰
は
、

.
部、

府小
路
の
地
め
た
て
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
市
総
合
開

発
計
阿
の
「
津
軽
予
肝
み
ず
未
来

都
市
」
榊
想
の
中
に
生
か
さ
れ
る

も
の
で
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
下

さ
い
。
ど
う
し
て
も
が
ま
ん
の
で

き
な
い
時
は
、
市
総
合
サ
ー
ビ
ス

課
へ

巾
し
山
て
下
さ
い
。
吸
い
上

げ
る
な
ど
、

一
時
的
な
も
の
で
す

が
、
処
理
し
ま
す
。

以
上
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
紹

介
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
、
住
み
よ
い
楽
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。



者
の
定
住
と
、

…

活
力
の
あ
る
ま
ち
に
|
。

一

企
業
の
誘
致
活
動
を
展
開
U

九
月
二
日
、
市
は
、
工
業
振
興
の
推
進
、
拡
大
を
図
る
た
め
東
京

麹
町
の
、
番
町
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
、
関
東
・
関
西
地
方
の

企
業
五
十
社
の
参
加
を
得
て
、
企
業
立
地
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

市
の
安
を
よ
り
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
佐
々
木
市
長
は
次
の

点
を
強
調
し
ま
し
た
。

一、

優
秀
な
人
材
の
確
保

工
業

向
校
を
含
む
西
北
五
地
域
管
内
十

三
の
高
校
で
は
、
毎
年
千
五
百
人

の
就
職
者
が
い
る
こ
と
。
吏
に
、

当
市
に
は
、
東
北
で
唯
二
校
と
い

う
、
労
働
省
所
管
の
二
年
制
工
科

大
学
「
白
川
森
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
」
が
あ
り
、
優
秀
な
、
ハ

イ
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
、

世
に
送
り
山
し
て
い
る
こ
と
。

二
、
津
軽
自
動
車
道
の
着
工

高

税
格
幹
線
道
路
(
浪
岡
|
五
所
川

原
)
が
、
平
成
九
年
に
は

一
部
供

用
開
始
で
き
る
こ
と
。

¥
 

三
、
工
業
用
水
の
完
備

先
端
産

業
に
不
可
欠
な
工
業
用
水
が

一
口
、

九
千
三
円
ト
ン
あ
り
、
将
来
的
に

安
定
し
た
工
業
用
水
確
保
の
た
め
、

津
軽
ダ
ム
に
、

一
目、

一
万
五
千

ト
ン
の
要
望
を
し
て
い
る
こ
と
。

四
、
工
業
団
地
漆
川
の
地
価

市

街
地
に
隣
接
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
安
い
こ
と
。

玉
、
自
然
環
境
が
美
し
く
、
立
地

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

等

を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
建
設
部
の
鈴
木
聞

事
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
市
工

業
対
策
室
の
須
藤
室
長
か
ら
は
、

漆
川
工
業
団
地
の
概
要
の
説
明
が

あ
り
、
最
後
に
、
現
在
、
漆
川
工

業
団
地
に
立
地
し
て
い
る
協
伸
工

業
側
の
佐
藤
喬
太
郎
社
長
が
、

「五

所
川
原
に
進
出
し
て
思
う
こ
と
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

「
空
気

・
水
が
き
れ
い
で
何
よ
り
。

こ
の
土
地

へ
来
て
優
秀
な
人
材
を

確
保
で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か

ら
は
、
会
社
の
幹
部
を
地
元
の
人

に
し
た
い
。」
等
、
進
出
し
た
再
び

の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
企
業
側
は
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
今
す
ぐ
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
、
人

材
や
自
然
環
境
の
点
で
、
こ
れ
か

ら
じ

っ
く
り
検
討
し
た
い
、
と
話

ミス津軽平野も出動/
おみやげ‘に清水麗米 「ごしよほたる」をどうぞ

⑮ 百
⑧ 民

⑨ 
⑨ 

日
日寺

今二プL
育iJ月
十 十
一 九
日寺日

日

場
所

娘
野
長
根
公
岡

野
外
ス
テ
ー
ジ

行
事一

、
西
北
五
民
俗
芸
能
フ
ェ
ア

(
出
演

・

丙
北
五
民
俗
連
合
会
)

二
、
観
覧
者
に
よ
る
飛
入
り
民

謡
大
会

(
飛
入
り
者
全
員
に
豪
華

公
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
)

ゲ
ス
ト

川町
民
謡
主
座
獲
得
者

創

刊

けれ
美

木

立

み

つ

松

井

光

記

民

謡

歌

手

三
味
線
奏
者

万一
出
来
秋
の

一
日

民
一詰
で
楽
し
く

過
ご
そ
う
グ

、ドl皮5!Y9JJ1511

-
4
4
H
b
長

、
ヨ
山
村

五
所
川
原
市
観
光
協
会
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…私
の
風
景
一

「公
園
を
中
心
に

l
。
」

私
た
ち
家
族
が
こ
の
松
山
町
に

住
ん
で
小
く
も
-
-
ト
川
午
。
中I
川

は
共
働
き
で
、
:
-
人
の
子
山
け
て
に

慌
た
だ
し
い
何
円
で
し
た
。

川
内
の
小
心
に
あ
る
公
凶
は
制

収
か
な

「
さ
わ
ら
」
の
本
に
「
メ

⑪ 

坂

崎

節

子
さ
ん

(市
内
松
島
町
四
丁
目
六
十
)

タ
セ
コ
イ
ヤ
」
な
ど
の
L

人
間
や

h

伸
が
あ
り
、
任
問
に
は
川
季
を
通

し
て
鮮
や
か
に
花
が
咲
き
ほ
こ
ろ

び、

肝
九
の
さ
え
ず
り
も
聞
か
れ

ま
す
。

特
に
雌
の
花
は
棚
に
す
だ

れ
か
か
る
よ
う
に
咲
き
、
推
し
も

が
ハ止
を
と
ど
め
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。
幸
い
に
し
て
町
内
の
人
々

の

協
ル
に
よ
り
、
遊
日
(
も
設
目
さ
れ
、

遊
び
尉
と
し
て
、
子
供
述
は
交
友

と
税
睦
を
深
め
、
私
達
大
人
も
ぱ

い
に
江
川
り
ん
け
い
、
触
れ
介
う
こ
と

の
山
米
る
、
恕
い
の
喝
と
し
て
い

ま
す
。

ぷ
朴
な
小
に
も
向
然
を
満

喫
で
き
る
よ
附
ら
し
さ
に
感
動
す

る
と
共
に
、
改
め
て
魅
力
あ
る
自

然
に
忠
ま
れ
た
環
境
を
中
心
に
、

潤
い
に
満
ち
た
人
々
と
の
利
を
育

て
ら
れ
る
町
内
に
住
む
こ
と
を
、

点
び
と
す
る
昨
今
と
な
っ
て
い
ま

-。

ー
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア

募
集
し
ま
す
グ
ー

市
制
施
行
四
十
周
年

記
念
事
業

五
所
川
原
市
は
昭
和
二
十
九
年

に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
問
十
年
、

平
成
六
年
十
月
は
、
市
制
施
行
四

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

れ
を
記
念
し
て
、
市
民
の
特

織
か
ら
、

個
人

・
グ
ル
ー
プ
を
間

わ
ず
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
集
し
ま

-
o
 

川
記
念
事
業

l
施
設
の
建
設
、
美

術
展
、
白
山
本
会
、

そ
の
他
。

聞
記
念
行
事
H

排
出
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ユ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ

シ
ョ
ン
、
そ
の
他

(以
上
に
つ
い

善
意
の
活
か
ご

で
は
、川
町
南
・
似
拠
を
明
記
。)

叩
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
l
市
を
象
徴

す
る
も
の

(立
川
町
を
明
記
。
そ
の

他
は
す
べ
て
自
由
で
す
J

附
標
語
M

川
市
と
山
民
が
け
ざ
す
も

の
。
ま
ち
守
つ
く
り
に
関
す
る
こ
と

を
点
現
す
る
も
の
。

マ
応
募
期
限

一平
成
バ
年
九
川
7
・

マ
提
出
先

企
画
調
整
課

(
内
線
三
一
五
)

※
住
所
、
氏
名
、
職
名
、
応
持
作

品
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

直

E副
五
所
川
原
俳
句
会

吋:
カf

j三

を

ヵ、
く
J包
く
f象
山:

jιai" 

よ
ろ

び
を
ノ〉
カ、

ーコ
夫 n~文
あ田

虫[
、工

I守型!fね
，li)L; ~5ご

村U た
や 娘 '
まら ι

せ 目;
品/e (こ

き t然 t
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r I .I.!~ る )j~
な ィ友今

}トlり nilfσコ 11
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て
り

り

尾
l時
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。
社
会
福
祉
へ

O
前
田
孝
彦
氏

(市
内
締
田
字
燕
円

一
O
じ

)
1
卜
万
円
。

O
歌
の
親
和
会
(一
千
田
憲
明
代
表

)l
第
川
岡
県
下
カ
ラ
オ
ケ
秋
河川
選
予
権
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
の
益
令
と
し
て
、
三
万
円
。

O
梅
田
分
館

(佐
藤
桃
太
郎
分
館
長

)
U竹
谷
美
和
子
シ
ョ
ー
の
際
の
折
待
お
か
ら
の

一
万

一
千
じ
行
二
ト
円
。

@
く
る
み
園
へ

O
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

(江
渡
誠
子
代
表

)
Hシ
ャ
ワ
ー
い
す

2
個。
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水稲国 重轟
霊警調歪奪実施

中
央
地
区
住
民
の
、
活
動
の
拠

点
と
な
る
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
(
上
平
井
町
十
六
番
地
)

が
完
成
、
八
月
二
十
六
日
、
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

敷
地
面
積
は
、
約
八
百
三
十
五

平
方
メ
ー
ト
ル
(
二
百
五
十
三
坪)、

平
家
建
て
の
床
面
積
三
百
七
十
五

平
方
メ
ー
ト
ル
(
百
十
二
坪
)
、
総

工
費
八
千
四
百
十
九
万
四
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
佐
々
木
市
長
は
「
こ

の
建
物
は
、
福
祉
の
点
か
ら
、
自

動
ド
ア
と
か
、
身
障
者
用
の
ト
イ

レ
が
あ
る
な
ど
の
他、

建
物
全
体

に
、
段
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
方
達
の
、
心
の
通
い
合
え
る
場

と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

@
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
の
方
は
、
次
の
方
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

辻

一
郎
(
上
平
井
町

一
O
五
士
一)

宮

三
四
I

二
七
八
七

去
る
九
月
二
円
、
市
農
業
委
員
会
は
、
各
関
係
機

関
と
共
に
、
市
内
全
域
の
具
常
気
象
に
よ
る
水
稲
作

柄
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
は
稲
穂
が
ま
っ
す
ぐ

立
っ
た
ま
ま
で
、
大
半
は
実
が
入
っ
て
い
な
い
状
態

で
、
収
量
・
品
質
の
大
幅
な
低
下
は
確
実
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
た
め
、
被
害
の
実
情
と
被
災
農
家
の
芦
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事
項
の
要
望
書
を
、
五
所
川

原
市
農
業
共
済
組
合
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

一
、
農
業
共
済
金

・
水
稲
共
済
の
損
害
評
価
の
適

正
認
定
措
置

二
、
水
稲
共
済
金
の
早
期
支
払
措
置

「
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
」

(
大
姥
百
合
)

阿

部

キ

さ

ん

(
羽
野
木
沢

・
隈
無
)

花
の

一
つ
一
つ
は
、
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
に
似
て
い
ま
す
が
、
全
体
の

形
は
全
く
違
う
ん
で
す
ね
。
オ
オ
ウ
パ
ユ
リ
の
日
さ
は
、

一
・
五
メ

ー
ト
ル
も
あ

っ
て
、
よ
い

一
木
の
菜
に
は
、

三
十
コ
以
上
の
花
が
咲

く
ん
で
す
よ
。
業
も
、
だ
円
形
で
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

深
い
山
の
、
部
柴
木
の
茂
る
林
の
中
に
咲
く
花
、
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
こ
の
庭
に
は
、
何
十
年
も
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
天
候

が
悪
い
の
で
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
け
れ
ど
、
何
年
互
に
な
る
と
、
こ

う
し
て
、
立
派
に
大
き
く
咲
い
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

オオウパユリ
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五
所
川
原
地
区
少
年
防
犯

弁
論
大
会
で
優
勝
ノ
・

五
所
川
原
第
三
中
学
校
二
年

宮

原

陽

子

さ

ん

第
四
十

一
同，F

 、
吋
「
心
の
目
を
開
け
る
に
は
」

昨
年
の
存
、
私
は
巾
学
校
生
活

に
夢
を
持
ち
入
学
し
ま
し
た
。

小

学
校
に
入

っ
た
ら
勉
強
し
よ
う
。

そ
し
て
良
い
成
結
で
い
た
い
。
部

所
は
-
:
そ
う
だ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
に
入
っ
て
選
手
に
な
ろ
う
。
ま

ず
は
こ
の
二
つ
。
そ
し
て
必
ず
実

行
し
て
み
せ
る
ん
だ
。

惟
か
に
そ
の
時
は
、
実
行
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
中

学
校
生
活
は
そ
ん
な
に
廿
い
も
の

で
は
な
い
と
い
う
与
が
一
学
期
暮

ら
し
て
分
か
り
ま
し
た
。

勉
強
を
し
て
み
て
も
思
う
様
に

成
績
は
の
び
ず
、
部
市
も
思
う
様

に
い
か
な
い
。
こ
の
二
つ
を
目
標

に
し
て
き
た
私
は
大
き
な
挫
折
感

を
味
わ
い
人
生
は
こ
ん
な
に
も
お

も
し
ろ
く
な
い
も
の
か
、
と
思
い

こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
な
る
と
心
も
附
く
な
り
な

に
も
し
た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

い
ら
い
ら
す
る
毎
日
が
続
き
ま
し

た
。
友
達
に
も
寛
大
に
な
れ
ず
、

今
ま
で
は
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
て
も

明
る
く
返
事
が
で
き
た
の
に
そ
れ

も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
毎
日
を
く
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
文
化
祭
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
代
議
員
で
あ

っ
た
私
も

そ
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
何
を
し
て
も
お

も
し
ろ
く
な
い
私
は
「
め
ん
ど
く

せ
え
な
あ
。
」
と
思
い
な
が
ら
仕
方

な
く
仕
事
を
し
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ

ン
ス
の
係
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
ま

あ
適
当
で
い
い
や
。」
と
、
言
わ
れ

る
ま
ま
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
私
の
こ
の
よ
う
な
心
を

な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る
よ
う
に
生
徒

会
の
人
達
が
話
し
か
け
て
く
れ
た

の
で
す
。
「
こ
の
時
は
こ
う
し
た
ら
」

と
か

「
そ
の
調
子
で
い
い
よ
。」

と

か
。
そ
し
て
ど
ん
な
さ
さ
い
な
仕

事
で
も

一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
し

た
。「
以
心
伝
心
」
と
言
い
ま
し
ょ

う
か
、
心
を

一つ
に
し
て
仕
事
を

し
て
い
く
。
そ
の
中
に
は
個
人
的

な
勝
手
な
心
、
わ
が
ま
ま
な
心
は

一つ
も
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
協

力
し
て
文
化
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
い
う
心
が
仕
事
の
一
つ

一つ
に

見
え
、
そ
の
周
り
は
温
か
い
心
と

一
つ
の
事
に
向
か

っ
て
い
く
意
欲

の
高
ま
り
が
見
え
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
て
い
る
う
ち
、
私

も
知
ら
ず
知
ら
ず
そ
の
中
の
一
員

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

何
事
に
も
無
気
力
無
感
動
で
あ

っ
た
私
は
こ
の
仕
事
を
通
し
て
中

九
月
二
目
、
三
好
中
学
校
を
会
場
に
、

市
内
各
中
学
校
五
校
と
、
鶴
田
中
学
校

よ
り
、
生
徒
十
二
名
が
参
加
し
て
、
第

四
十
一
回
五
所
川
原
地
区
少
年
防
犯
弁

論
大
会
が
開
催
さ
れ
、
個
人
の
部
で
、

五
所
川
原
第
三
中
学
校
二
年
生
の
、
宮

原
陽
子
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

学
校
生
活
の
本
当
の
楽
し
さ
と
い

う
も
の
を
知
り
ま
し
た
。
今
ま
で

は
勉
強
と
部
活
だ
け
が
小
学
校
生

祈
と
思

っ
て
い
た
私
。

中
甘
さ
ん
の
中
に
も
、
私
の
よ
う

な
考
え
方
の
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
勉
強
も
部
活
も
思
い

通
り
に
い
か
な
い
と
暗
く
な
り
、

親
に
反
抗
し
た
り
、
そ
し
て
、

何

も
し
た
く
な
く
な
り
テ
レ
ビ
ば

っ

か
り
凡
て
い
た
り
・
:
。

私
達
は
中
学
生
で
す
。
軒
さ
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま

だ
ま
だ
色
々
な
経
験
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
生
徒
会
の
人
達
と

一

緒
に
仕
事
を
し
、
ど
ん
な
小
さ
な

事
で
も

一
生
懸
命
や
る
こ
と
が
大

切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
二
年
生

に
な
っ
た
今
、
私
は
生
徒
会
の
μ
い

が
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
一
言
わ
れ

て
動
く
生
徒
会
で
は
な
く
、
れ
分

か
ら
行
動
す
る
生
徒
会
を
作
る
と

い
う
の
が
今
の
私
の
理
想
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
行
事
が
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
に
学
ん
だ
事
を

パ
ネ
に
し
て

一
人
の
人
間
と
し
て

大
き
く
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
心
の
似
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

6 、ド1，)(5"!'9}j 1511 

原
子
燃
料

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
安

全
性
等
に
関
し
て
、
皆
様
の
疑
問

に
お
答
え
す
る
地
域
座
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

ま
た
、
特
別
講
演
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ

レマ
と
き

平
成
五
年
九
月
二
十
九

日
(
水
)
午
後

一
時
ら
四
時

マ
と
こ

ろ

働

く
婦
人
の
家
(
新
町
)

マ
主
催

科
学
技
術
庁
。
通
商
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
。
青

森
県

マ
お
問
い
合
わ
せ

青
森
県
む
つ

小
川
原
開
発
室

宮

O
一
七
七
(
二
二
)
一
一
一
一



35 -2111 

ト号4ω
市役所

親子で。
組 fーがー祁に三山岳HU足gにトライ、

ン トカ'IIHか H ま寸ー

l>参加者胤 (九 i'r'JI)i'.f;'Ffi) (.供 (小予ノu

，飢 fーを ーキ1Lとして 50利L ( 先者JI~[)

l>内容 ，1¥えは II!f!1J '1'-、 (-供 lよ臼'Ii式rlLによる実地

試験。 予科ρt験は，1¥凡 t二共通問題。

実地と'予科の介JI-}，l:~ で 、 1 :位Jiー をぷ彰、 参加

fi--iそt..¥に 参加l貨 を プ レ ゼ ン 卜 し ま す。

l>日時 9川 2311 (祭 11 ) 午後 日112

l>場所 li.所 )11原 '1'央円動 '1工学校

l>申 し 込 み Ii.所川原作察出 (ft35-2141)及び

手キ思U.EJI斤、 di役所ー総合サ ー ビ ス 諜 (内線282)

汗森放送 Ii.所川原支局 (ft35-1382) 

「女性フェスティバルあおもり '93J
の出口作口を募集 す口口 IF，ロロ ヲデヨ長 ヲ o

(12月21日斗 12月23日まで開催)

二女性の活動と成果展=
惨展示日時及び展示場所

、F成 5{Iミ12)J 2211 (ポ) 午前 911、子一午後 611キ

JTt手以観光物戸主館「アスノfムJ 1階イ ベントホール

砂出品基準 民主品、工芸 品、地域特産品、決

水加工品、 ~Iミ鮮品、 ポスター 、実泊、 パオ、 ル、

活動資料等、 巨に !;(-YI:)圭が'1'心 となって 手二掛

けた活動 、 作 業等の成果品。

砂出品資格 県内在住の 女門:グループ及 び!t，I}人

IJH本手手(趣FTに11川す るリlfl:グルーフの参加lも歓迎)

la子森県知}人団体述給会 加入団体

砂申し込み方法 "1し 込 み 占 ( 総 介 サ ー ビ ス 謀

にあります)に 必要事項 を記入してください。

砂申し込み期間

手 成 5{Iミ9)J111(水)-10)J15il(鉛

惨申し込み先 総合サー ビ ス 諜 (内線 282)

五能線(深浦日鯵ヶ沢問)

工事のため、パス代行運転
線路の保守作業の機械化の推進及び作業の安

全性等を考l悲し、集中保守作業を行いますので

ご協力をお願いします。

b施工日時

平成 5 年10月 18 日仰)~22 日(剖 8 : 26~15 : 25 

10月 25 日(JJ)~27 日休) 8 : 45~16 : 03 

bパス代行を実施する列車及び区間

与え るイベ

牧場

収穫グルメ
砂 会期 、ドJ&5 {I'-9川2311 10) J 9 11 

砂 場所 新出業センタ ー(l山少/"1)

9川 2311 <イベント 〉の内科

/lトL公式午IIIj1011、干

0もぎたてのとうもろこしグルメ

ゆで ・*j'f_きとうもろこしを l味わってください。

0五所川原牛焼肉クルメ

'/"1去:J300g、肝菜、とう もろこしのセ y トで

1.000/' Jで 十 。 炭火:焼を 川 ，むしてわ、ります。

0 にじますのつかみどり 'F-IIIj 1111，¥'-

子ども さんは無料ですが、大人はイT料 (300/'1)

です。 Y:Hj'f_きの準備をしてあ、ります。

ほかに 、ま と 、'iてなどの ゲームコ ー ナ 一 、野菜、

花の 即光、農業センターの施設の参観 など。

; /明;114沙 /"J{~;' f(!I;)r-農業センタ一間送迎ノ〈スあります。

9:43、 10:23、 11:34 -d 
13:48、 14:26、 15:10発ご.fIJ)1 Jください。

炉問い合わせ 新広主主主セ ンタ- ft37-2104 :. /'， 

りまつ

;'f住みよし!，，¥環境をつくおるjJ
，.;，; 布同づい中学生徒の作品展

人 tシ期 ，間I( 9;)ヲ Z31~i γ 268 'ま' l" < 牛

，": [>:と ;J， ろ♂ 中、三 沢パザ ト 6'f皆ボール f

、
副

-E両
-
副
の
受
給
者
、
が

…

、
一E

一一
E
一
孟
ロ
ヨ
死
亡
し
た
と
き
…

一

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡

貴
未

支

給

年

金

の

請

求

一

一

く
な
っ
た
と
き
、
遺
肢
の
万
は
、

死
'
し
し
た
年
金
受
給
行
が
、
一

一

|

川

口
以
内
に
「
死
亡
届
」
を
生
作
小
に
受
け
取

っ
て
い
な
か

一

一

同
民
年
余
係
に
従
出
し

て

く

だ

っ

た

年
余
が
あ
る
場
合
、
生
計

一

一

さ
い
。

死
亡
届
が
遅
れ
る
と
、

を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
は
、

一

一

死
亡
し
た
あ
と
も
年
金
が
支
払
届
け
出
す
れ
ば
、
未
払
い
分
の

一

一

わ
れ
、
あ
と
で
遺
族
の
方
に
返

年

余

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

一

一

済

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
支
給
年
余
を
約

求

で

一

、

ま

す

ま

た

、
年
金
の
受
け
取
き
る
遺
肢
の
順
位
。

一

一

り
方
法
を
、
自
動
振
り
込
み
に
①
配
偶
お
②
子
③
父
母
④
係

一

、

し
て
い
る
と
き
は
、
速
や

か

に

⑤

祖
父
母
⑥
兄
弟
姉
妹

一

、

口

座
の
解
約
の
下
続
き
を
し

て

く

わ

し

く

は

国

民
年
金
係

へ

一

一

く

だ

さ

い

(

内
線

二
六
五
)

一
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⑧ 問ですか

の登録・狂犬病予防注射
dfでは、今年度最後の犬の集介銃録ならびに

fI:犬病 H，lj fl:身、l を夫施します。11'犬病了~Iりj訟で .

は、 飼い主は年 1回かならず登録と注射が義務 〕

づけられていますので、 まだお済みでない)jは盃

希引の会場で:;三施してください。 し
仁〉料金 投 録料 2，10011J i よ

トM{I二 11"1 ~ 
汁:身、Iキ'1'2，7801' J ) つ

作計 4，8801'J 犬
注射を受けさせる、竹11は犬を山潔にし、もしの

儲版状態に疑川がある場介は受イ、jへ 11'し/1¥て く 政

ださい。また、犬の死亡等、変吏の|燃 は 保 健 民 、J
飼

境課にお矢"らせください。 い

c>実施日時・場所

*********************曜を*合会***

i 健康相談室 i 
******会合会***会******合*米安*****

じ〉内容 血圧キ11談、病気の~:II 談、心の~'1 IJ炎、

健康についての話し

じ〉料金 無料

じ>持参するもの 健康手帳(お持ちのんi)

保健制が相談に応じます。

日目似場所 1mイザ)J 11 Ijj，j{抗111与1::1 おはなしのテ マと Ik~ l/n

馬竹::U主会所
9 rl291J 10 : OO~ あなたのハ 卜はえ

(水) 11 : 30 24ですか
(10 : 00~10 : 30) 

浅)1二公民館 9J(1本30) H 10 : OO~ あなたの右後は何色

12: 00 
ですかっ
(11 : 00~1l : 30) 

集沖 飯会 所詰川(At6)H 10 30~ ままが急に倒れた時
) 1 12: 00 たが/U来ること

(11: 30~12: 00) 

始
末
し
ま
し
ょ
う
、
犬
の
フ
ン

Lたj庖日 H年 IliJ 易J ゆf

9 00~10 00 コミュニティセンタ一三好的

9刀27r:J 10 30~1l 30 コミュニアィセンタ-'1リIlliij

(月) 13:00~14:00 コミュニティセンター毘沙問・長富前

14:30~15:30 コミュニティセンタ-fiJXぷがj

9 00~10:00 コミュニティセンター松I(，j~íj 

9 JJ 28日 10 :30~1l 30 コミュニティセンタ-Kf雨前

(火) 13:00~14:00 コミュニティセンターじ和liij

14 : 30~ 15: 30 コミュニティセンター術以前

9 J129rl 9 :00~11: 00 コミュニティセンタ -'*Iiij

(//<) 13 00~15:00 松 μHJf松 jゐ会館 liij

9 00~10 00 'br J: )，~コミュニティセンター lìíj

9)J 3011 10: 15~11: 15 鎌 が 1111防 災 セ ン タ -Iiij

(本) 13 00~14 :00 rli 民文化会館 liij

14: 15~15: 15 コミュニティセンターしきしま前

〔9月はガン征庄月間て♂す刻
ー 当干1iの肺カ、ン死亡タJ

，...，t:" ィ~・乞女とも急上??。ガンで亡
， ιUJ/~ミち J
阪~~ーで民可:J くなった人を部位別に
~折、与 、_r 点、

，、出層、~~) みると、もっとも多い

も.... ¥ '1.:二二j ガ、ンは肺ガ、ンで、全体

の約 4分の 1を占め、次いで多いのが大腸

カ、ン、 同ヵーンである。年ー齢別にみると、 30

歳から64歳まで、の似jき盛りの死亡が 3;IfIJを

内め、特に50歳代から念、刑している。

あなたの家族からガ‘ンを遠ざけるため考

えてみませんか。

あなたなりのカ。ンγP防

(、1勺&1'1 
h所)IIIJ;lr!i)

|秋の全国交通安全運動 j-'-l
平成5年 9月21nwから

実施期間 <~，.:: ，:_: '，~::: :~，~"，- _::) 10日間
平成 5;r9 )13011同まで

運動の重点

① 高齢~.の交通"王閥抗 11て

② シー トベルトの着用の徹底 i 

③ 飲消 ・無謀逆転の追放 i 
① 違法駐車の締め山し ! 

期間スローガン ; 

歩行者も ! 
交通ルールを i 

守る義務 i 
五所川原市交通安全対策協議会 ! 
五所川原警察署 i 

がんの部絞りIJ
死亡;刊合

二 がん防ヰ12ヵ条 二

7溢辛いものを多量に食べない

あまり熱いものをとらない

8ひどく焦げた部分は食べない

9カビの生えたものは食べない

10過度の日光にあたらない

11適度にスポーツをする

12からだを清潔に保つ

1バランスのとれた栄華

2同じ食品を繰り返して食べない

3食べすぎを避け、脂肪は控えめに

4深酒はしない

5タバコは少なくする

6適量のビタミンA'C'Eと多
くの繊維質をとる

8 'jL)戊 5"ド9)1151 J 



市役所 n35-2官官官

|献 血|
J剖 日 時 1m .tg PJr 

午前1011年から
9月21日 午前11時30分まで 津軽東芝音響

(火) 午後 1時後から
午 3時まで

株式会社前

午前10時から 漆川
101J 4日 午前11時まで 日立東部

(月) 正午から セミコ ンダクタ
午後 3時まで 津軽工場敷地内

|すくすく健診 l
b場所 市保健センター(新町 バス停前)

仁>時間 受付 12: 30から

健診 12 : 45から15: 00までの予定

じ〉持参するもの 母子健康手帳、パスタオノレ

3歳児には個人通知1いたします。 1百]封のアン

ケー卜に記入して 、尿を小ビンに入れて持参

く t~ さレ、。

※注意 ① 3ヵ月健診に来れなかった方は、神

経芽細胞腫(小児がん)の検査セットを、旬

チ健康手11援を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。

② 病気療養中(特に伝染性の病気)のお子

さんはご遠慮ください。

ムl 齢 対象児 期 fl i:な内手巨

3ヵ月児
日5年 H5均三 小児科診察、神経芽細胞紙
6月'l-:まれ 10月12H凶 セット配布.育児情報交換等

6力月児
H5年

10JJ 1911凶
離乳食の試食

3M生まれ 発達相談等

1歳児
H4年 10月2511(JI)育児情報交換
9JJ 供まれ 発途中tl談̂.t;;

1歳 114今一
lOJJ 2611凶

小児科 ・歯科診察

6力月児 4月'[:まれ 丈夫な歯と顎になるためのお話

3歳 児
H2年

10JJ 2111凶
小児科 ・歯科診察 ・尿検作

4月生まれ 視聴覚検査等

乳幼児の発i主やfT児、悩みごとは‘ 保健センター“!手とfの相
談 11 (ml. 31iモsIt1II)"も1;:11府1)11ください。

※n正とおわび

杓&5?ド Jj)'こし上がわら色~J，jtこ上み (5 JI jljc! ;配布)の3ぷ川健

診欄に10JI1411とあるのは10JI2111. 11 JI 1711とあるのは11川18
11 の，ì~~ りでした。 ，ìf 11しておわびいたします (保健ti;'ltJt;球)

9 '1城 511'-9)J1511 

jびのび赤ちゃん 満Hll

斎 藤 慧 ち ゃ ん (元町)

母・保子さん 3歳の、活発なお兄ちゃん

と、同じように遊んでいるんですよ。誕生日前に

歩いて、とても元気です。 このまま明るく健康

に育 って くれ るこ とを 願っ てい ます。

うす昧料理講習会

~青魚を食べましょう~

I}I~催月日 時 |前 対象地区 開催場所 締め切り

9月(jk29)H 9 : 30~ 
松島町

保健 9月22日
13: 00 センター (水)

10月(火5)日 9 : 30~ 
13: 00 

10月 61-1 13 : OO~ 
111 IHr 内

保健 9月(木30)日
(/!<) 15: 30 センター

10月 8円 9 30~ 
(金) 13: 00 

※ 10月 5、 6、 8IJは U、ずれか希望の日を選ん

で 1-1'し込みください。(尚、 1，1'し込み多数の場

合は H粍が変更になる場合もあります。)

b献立 0 いわしのハンパーグ

o ffi¥;、ものそぼろ あんかけ

0 とうもろこしのスープ

b料金 無料

じ>持参する物 みそ汁(コップに半分位小ピン

に入れて)、漬物の~1(分測定を実施しておりま

すので希唱者は持参ください。

エプロン、情記JflJ!...、 ご はん

じ>申 し 込 み 先 地 l天の保健協力員へ(参力n巾 し

込み用紙があります。)



与なたも出応してみません司

、JZI&5 I，no)-J 1011 (f;(J 

9 : 00~16 : 00 

_{';-_"f-':)IIM)IIリ汝

( ，;吃七千f， 1-_・寸ご1Jte)

iリな るYfp十ー)110つ「見広プ}j と r_，;字さ」

を再認識し、限りある資源を大切Jに

することをテーマに リサイクルショ

ップを|片l似します。

伽l人で、 X はグノレープ で、作家胞;

に[1民っている 品物(占府、 ~，-本、食

持、 γ[ょう仏製111JI、その他) を11'，してく

ださい。 なお、易J厄斤に|限りがありま

すので、お!日一11にお"，し込み くだ さ

レ、。

じ〉募集締め切り

き

斗乙I)X:5イ1'-9)J 3011 

16 : 00まで

c>参加料 無料です

b問い合わせ

辿設tflS1:本訓(内線 224) 

tttttttttttttttttpppppttptppp 

~ ~?>~e eG i 
i みなさん、ぜひ、おいでを- h 

p 
T P T ____ ーノ p 

i ~J1í Jfs i 
P 〆rλγーー- ~~~/ T 
T / 1.， -./ T 
T ~ • "J¥ /----< p 
T ¥A.ノ-'-- __/ι-、ぷ、 P
P 、¥Jマ司F 司 P 
p T 
T P 

3 .日 時 1凶O月 15臼 (怜刷令制) 3 
i 午後 211寺3叩O分~什午:後 5叫 i 
P 10 月161-1 U コづ) T 

~ l:f午二司判羽白而前ii

~ .場 所 市立正向可等宥誰学校 i 
i (F阿可引」北ヒ'1'央病院点刺刺イ骨H州則附U川川|リlO) i 
手 司.主なイベント P 

P 
F ① 浪:たきり老人の介護や軟なL者施など、 p

i 家庭でできる布袋の尖前 3 
3 ② 家庭で使用できる |実械器具の民示 3 
3 ③ 成人病予防ビデオの肱映 i 
f 例 1 ・!日校生に対する布袋の辺へ の進 i
P 路キnJ炎 P 

p i ⑤ 喫茶、山府 p 

i ⑤ 学生等による併し物、体験コーナー i
P 位 P
T ~r T 

i 主催・ 市立高等看護学院学院然尖行委員会 i 
TTTPTTTPPTTTTTTPPPPTPTTTTTTTT 

じ〉と

じ〉ところ

平
成
五
年
度

五
所
川
原
消
防
署
職
員
の
募
集

10 

J;，父

イ1'，

ブL
)J 

-七
11 

)J 

寸-
)J 
ノ、
11 

Aく

、l勺&5'1'-9)JI511

受
験
申
し
込
み
書
受
付
期
間

(
什
曜
ハ
は
除
く
。)

第
一
次
試
験

平
成
五
作
ト
パ
二
十
七
日
(
水
)

第
二
次
試
験

第

一
次
試
験
介
栴
折
の
み

試
験
職
種
及
び
採
用
人
員

上
級
消
防
職

一
心不利何度

初
級
消
防
職
-
一A

名
れ
皮

受
験
資
格

よ
級
消
防
職

①
昭
和
同
十

一
年
間
バ
一
，
n
s
m和
問
卜
七
年
間
川

4

けい
ま
で
に
生
ま
れ
た
則
子

②
大
学
を
卒
業
し
た
お
X
は
平
成
六
年

a

ニ
バ
に
卒
業
比
込
み
の
有

③
五
所
川
原
市
に
住
所
を
有
す
る
有

φ
身
体
が
健
全
で
あ
る
こ
と

⑤
岡
山
と
も
裸
眼
で
視
力

0
・
三
以
L
L

、
色
党
が
正
常
な
こ
と

@
日
動
車
運
転
免
許
の
普
通
又
は
大
型
免
許
を
所
持
し
て
い
る
者

初
級
消
防
職

①
昭
和
問
十
五
年
四
凡
二
日

i
m和
五
十

一
年
内
刀

一
一H
ま
で
に
生
ま
れ
た
則
子

②
短
期
大
学
又
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
六
年
三
月
に
卒
業
比
込
み
の

者
(
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
六
年
三
月
卒
業
凡
込
み
の
者
を
除
く
。)

③
五
所
川
原
市
に
住
所
を
有
す
る
者

①
身
体
が
健
全
で
あ
る
こ
と

⑤
両
眼
と
も
裸
眼
で
視
力
0
・
三
以
上
、
色
党
が
正
常
な
こ
と

@
自
動
車
運
転
免
許
の
抗
日
通
又
は
大
型
免
許
を
所
持
し
て
い
る
者
(
た
だ
し
、
平
成

六
年
一二
川
尚
等
学
校
卒
業
比
込
み
の
行
は
、
採
川
後
九
ハカ
ハ
以
内
に
免
許
取
初
比
込
み
の
有
)

受
験
手
続

※
受
験
申
し
込
み
舎
の
交
付

九
月
十
六
日
か
ら
、
五
所
川
原
地
灰
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
で
交
付

す
る

※
郵
便
で
受
験
申
し
込
み
再
を
訪
求
す
る
場
介
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

詰
求
」
と
朱
書
し
、
六
十
二
円
切
手
を
貼

っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
(
定
形
)

を
同
封
す
る
こ
と

採
用
予
定
年
月
日

平
成
六
年
四
月

一
円
以
降
と
す
る

勤
務
場
所

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
五
所
川
原
消
防
署

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課
(
宮
三
五
l

二
O
一
九

内

線

二
二
苔
)
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